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29 9 4

29 8 ９日（水）～10日（木） （消費税込み・テキスト代含む）

「移動式クレーン定期自主検査者安全教育」

29

10,597

27 水9

東京事務所　教育課

参議院70周年記念特別参観� 編集部撮影
　参議院は平成29年5月20日～21日の2日間、特別参観を実施した。通常の国会参観では見られない場所を参観コースに加え、
国民に参議院への深い理解と親しみを持ってもらえる貴重な機会であった。特別参観でのみ立ち入ることができる中央玄関／
本会議場／第一委員会室などが開放された。更にこの2日間は国会議事堂内も撮影が自由であった。
� （カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）



第54巻第 7 号 2017年（平成29年）7　月 1　日発行　　　（　2　）

　

全
国
安
全
週
間
は
、
労
働

災
害
防
止
活
動
の
推
進
を
図

り
、
安
全
に
対
す
る
意
識
と

職
場
の
安
全
活
動
の
よ
り
一

層
の
向
上
に
取
り
組
む
週
間

で
す
。
昭
和
３
年
に
第
１
回

が
実
施
さ
れ
て
以
来
、
一
度

も
中
断
す
る
こ
と
な
く
続
け

ら
れ
、
本
年
で
第
90
回
を
迎

え
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
職
場
に
お
け

る
労
働
災
害
防
止
活
動
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
、
積
極
的

に
安
全
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

　

更
な
る
労
働
災
害
の
減
少

を
図
る
こ
と
を
決
意
し
、

　
組
織
で
進
め
る

　
安
全
管
理

　
み
ん
な
で
取
り
組
む

　
安
全
活
動

　
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う

　
安
全
文
化

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
展
開

し
ま
す
。

組織で進める　安全管理
みんなで取り組む　安全活動
未来へつなげよう　安全文化

全国安全週間スローガン

本週間 2017 7/1～7

第
　
　  

回
90

　

平
成
二
十
九
年
度
の
定
時
総
会
は
六
月
二
十
一
日
（
水
）
東
武
ホ
テ
ル

レ
バ
ン
ト
東
京
（
東
京
都
墨
田
区
錦
糸
一
丁
目
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
前
田
会
長
が
議
長
に
あ
た
り
議
事
の
審
議
に
入
り
、
平
成
二
十

八
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
決
算
報
告
、
並
び
に
平
成
二
十
九
年
度
事
業
計

画
案
及
び
同
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
第
54
回
ボ
イ
ラ
ー
溶

接
士
溶
接
技
能
競
技
全
国
大
会
・
第

48
回
ク
レ
ー
ン
運
転
及
び
玉
掛
け
技

能
競
技
全
国
大
会
及
び
安
全
管
理
優

良
表
彰
等
・
職
員
永
年
勤
続
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。

　

一
般
社
団
法
人
東
京
都
溶

接
協
会
の
平
成
二
十
九
年

（
第
十
回
）
定
時
総
会
は
、
六

月
十
六
日
午
後
三
時
か
ら
東

京
都
江
東
区
亀
戸
一
丁
目
の

ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン
で
行
わ

れ
た
。

　

総
会
は
横
田
会
長
を
議
長

に
選
出
し
て
議
事
の
審
議
に

入
り
、
平
成
二
十
八
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告

が
承
認
さ
れ
た
あ
と
平
成
二

十
九
年
度
事
業
計
画
案
と
収

支
予
算
案
を
上
程
し
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

総
会
に
引
き
続
き
、
第
五

十
七
回
溶
接
技
術
競
技
会
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
横
田

大
会
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、

大
久
保
審
査
委
員
長
の
審
査

講
評
の
あ
と
、
表
彰
が
行
な

わ
れ
、
入
賞
者
に
は
会
長
賞
、

東
京
都
知
事
賞
、
東
京
都
産

業
労
働
局
長
賞
・
江
東
区
長

賞
、
ボ
イ
ラ
・
ク
レ
ー
ン
安

全
協
会
長
賞
、
東
部
地
区
検

定
委
員
長
賞
、
日
刊
工
業
新

聞
社
賞
、
産
報
出
版
賞
、
そ

し
て
各
部
門
の
上
位
（
三
位

ま
で
）
入
賞
者
に
会
長
特
別

賞
が
贈
ら
れ
た
。

　

最
後
に
後
援
団
体
と
来
賓

を
代
表
し
て
江
東
区
の
大
塚

地
域
振
興
部
長
が
祝
辞
を
述

べ
た
。

　

そ
の
後
、
約
一
二
〇
名
に

よ
り
懇
親
会
が
開
か
れ
和
や

か
に
歓
談
し
た
。

総会々場

横田大会々長アーク溶接の部　優勝
㈱日立プラント
コンストラクション
渡邉真貴さん

半自動アーク溶接の部
優勝

津覇車輌工業㈱
中村久美子さん

定
時
総
会
会
場

ク
レ
ー
ン
運
転
及
び
玉
掛
け

技
能
競
技
全
国
大
会

優
勝
チ
ー
ム

ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
株
式
会
社

横
浜
事
業
所
磯
子
工
場
様

ボ
イ
ラ
ー
溶
接
士

溶
接
技
能
競
技
全
国
大
会

　
日
本
精
機
株
式
会
社

　
　
　
　
　
優
勝
者
　
斎
藤
秀
一
様

定
時
総
会
一
般
社
団
法
人 

東
京
都
溶
接
協
会

六
月
十
六
日
　
於
ア
ン
フ
ェ
リ
シ
オ
ン

平
成
二
十
九
年
度

　
定
時
総
会
・
表
彰
式
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

六
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

於 

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

溶接技術競技会 表彰式を開催
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〈採用選考についての注意点〉
1．公正な選考をするために
　書類選考や面接の際に、応募者の適性や能力とは無関係な事項への回答の強要および質問はしてはいけないこととなっています。また、職業
安定法第5条の4及び平成11年告示第141号により、社会的差別の原因となるおそれのある個人情報などの収集は原則として認められません。なお、
これに定める「職業紹介事業者等」には、労働者の募集を行う者も含まれます。これに違反した場合は、職業安定法に基づく改善命令が発出さ
れる場合があります。改善命令に従わない場合には、6ヶ月以下の懲役又は30万円以下の罰金が定められています。

2．法第五条の四に関する事項（求職者等の個人情報の取扱い）
個人情報の収集、使用及び保管
⑴�職業紹介事業者等は、その業務の目的の範囲内で求職者等の個人情報（以下単に「個人情報」という。）を収集することとし、次に掲げる個人
情報を収集してはならないこと。ただし、特別な職業上の必要性が存在することその他業務の目的の達成に必要不可欠であって、収集目的を
示して本人から収集する場合はこの限りでないこと。
　〈ａ．本人に責任のない事項の把握〉
　・本籍・出生地に関すること…「戸籍謄（抄）本」や本籍が記載された「住民票（写し）」を提出させてはいけません。
　・家族に関すること…�職業、続柄、健康、地位、学歴、収入、資産等、家族の仕事の有無・職種・勤務先などや家族構成についての回答を求

めてはいけません。
　・住宅状況に関すること…間取り、部屋数、住宅の種類、近郊の施設などの回答を求めてはいけません。
　・生活環境・家庭環境などに関すること
　〈ｂ．本来自由であるべき事項（思想信条にかかわること）の把握〉
　・宗教に関すること　・支持政党に関すること　・人生観、生活信条に関すること　・尊敬する人物に関すること
　・思想に関すること　・労働組合・学生運動など社会運動に関すること　・購読新聞・雑誌・愛読書などに関すること
　〈ｃ．採用選考の方法〉
　・身元調査などの実施（「現住所の略図」は生活環境などを把握したり身元調査につながる可能性があります）
　・合理的・客観的に必要性が認められない採用選考時の健康診断の実施
⑵�職業紹介事業者等は、個人情報を収集する際には、本人から直接収集し、又は本人の同意の下で本人以外の者から収集する等適法かつ公正な
手段によらなければならないこと。
⑶�職業紹介事業者等は、高等学校若しくは中等教育学校又は中学校の新規卒業予定者から応募書類の提出を求めるときは、職業安定局長の定め
る書類（全国高等学校統一用紙又は職業相談票（乙））により提出を求めること。
⑷�個人情報の保管又は使用は、収集目的の範囲に限られること。ただし、他の保管若しくは使用の目的を示して本人の同意を得た場合又は他の
法律に定めのある場合は、この限りでないこと。

3．個人情報の適正な管理
⑴�職業紹介事業者等は、その保管又は使用に係る個人情報に関し、次の事項に係る措置を講ずるとともに、求職者等からの求めに応じ、当該措
置の内容を説明しなければならないこと。
　①個人情報を目的に応じ必要な範囲において正確かつ最新のものに保つための措置
　②個人情報の紛失、破壊及び改ざんを防止するための措置
　③正当な権限を有しない者による個人情報へのアクセスを防止するための措置
　④収集目的に照らして保管する必要がなくなった個人情報を破棄又は削除するための措置
⑵�職業紹介事業者等が、求職者等の秘密に該当する個人情報を知り得た場合には、当該個人情報が正当な理由なく他人に知られることのないよう、
厳重な管理を行わなければならないこと。なお、有料職業紹介事業者は特に厳重な管理を行わなければならないこと。

4．公正採用選考人権啓発推進員制度
　日本国憲法に明記される「職業選択の自由」を保護し、すべての人々の就職の機会均等が保障されるためには、応募者本人の適性と能力に基
づく公正な採用選考を行っていただく必要があるとされております。そのため、平成25年4月1日以後、次の基準に該当する事業所は「公正採用
選考人権啓発推進員」を選任しなければなりません。
〈選任義務のある事業所〉	 ①常時雇用する従業員の数が50人以上
	 ②常時雇用する従業員の数が50人未満で、就職差別事件これに類する事象を引き起こした事業所
〈推進員の役割〉	 ①採用方針。募集活動、選考基準、選考方法採否決定等について、差別のない公正な選考システムの点検
	 ②採用選考における中心的な役割を果たすとともに、職業安定機関との連携を図る
	 ③公正な採用選考について、企業の自主的な取り組み必要な対策についての計画・推進
〈選任の報告〉�選任義務のある事業所は、毎年6月1日に「公正採用選考人権啓発推進員選任状況報告」を、変更した際には「公正採用選考人権啓

発推進員変更届」を随時提出することとなります。
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※　上段は学科　　下段は実技 講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL:http://www.bcsa.or.jp

神奈川事務所

茨 城 事 務 所

〒231－0007

〒300－0875

栃 木 事 務 所

甲 信 事 務 所

〒322－0016 鹿沼市流通センター46番地

横浜市中区弁天通4－59
横浜弁天通第一生命ビル 3 階

TEL 045－662－2860
FAX 045－662－8768

東 京 事 務 所

ボイラ・クレーン
安 全 協 会

〒136－0071 江東区亀戸1－28－6
タニビル 5 階

〒136－0071 江東区亀戸6－41－20
機缶健保会館 2 階

TEL 03－3685－5222
FAX 03－3685－5746

TEL 03－3684－5551
FAX 03－3685－2189

千 葉 事 務 所 〒260－0028 千葉市中央区新町18－10
千葉第一生命ビル 2 階

TEL 043－247－5532
FAX 043－247－5576

埼 玉 事 務 所 〒330－0801 さいたま市大宮区土手町1－2
JA共済埼玉ビル 6 階

TEL 048－643－1543
FAX 048－643－1524

TEL 0289－72－1717
FAX 0289－76－6090
TEL 055－287－9511
FAX 055－287－9512

TEL 029－843－0740
FAX 029－841－1968

土浦市中荒川沖町2－6
ツインビル 3 階

山梨県南アルプス市
下今諏訪610番 9〒400－0212

講習名 事務所 7 月 8 月 9 月

玉
掛
け
技
能
講
習

東 京
	 5	 	 6 	 6	 	 7
	 	 8 	 	 9

千 葉
	 16	 	 17
	 	 20

埼 玉
	 5	 	 6 	 2	 	 3 	 6	 	 7
	 	 8 	 	 6 	 	 9

神奈川
	 20	 	 21 	 6	 	 7
	 	 23 	 	 10

茨 城
	 7	 	 8
	 	 10

栃 木
	 4	 	 5 	 1	 	 2 	 5	 	 6
	 	 6 	 	 3 	 	 7

甲 信
	12	 	 13 	27	 	 28 	 17	 	 18 	 7	 	 8
	 	 14	 	 	 30	 	 	 20 	 	 10

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

東 京

千 葉
	 30	 	 31
	 	 9/3

埼 玉
	 30	 	 31
	 	 9/2

神奈川

茨 城

栃 木
	 24	 	 25
	 	 27

甲 信
	 3	 	 4
	 	 5

講習名 事務所 7 月 8 月 9 月

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

東 京
	 13	 	 14 	 	 14
	 15	 16	 17 	 16	 17	 18

千 葉
	 6	 	 7 	 26	 	 27
	 9	 15	 16 10/1　10/8　10/9

埼 玉
	 	 19 	 13	 	 14
	 22	 29	 30 	 16	 23	 24

神奈川
	 	 14 	 	 15
	 15	 16	 17 	 16	 17	 18

茨 城
	 	 1
	 3	 10	 24

栃 木
	 	 10 	 	 14 	 	 22 	 	 8 	 	 19
	11	12	13 	15	16	17 	 23	 24	 25 	 9	 10	16 	20	21	22

甲 信

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

東 京
	 19	 	 20
	 	 23

千 葉
	 23	 	 24
	 	 27

埼 玉
	 12	 	 13 	 23	 	 24 	 27	 	 28
	 	 15 	 	 26 	 	 30

神奈川
	 4	 	 5
	 	 9

茨 城
	 20	 	 21
	 	 23

栃 木
	 18	 	 19 	 12	 	 13
	 	 20 	 	 14

甲 信
	 20	 	 21 	 21	 	 22
	 	 22 	 	 23

★他の講習も実施しています。詳細については、各事務所にお問合わせください。

日
時
・
会
場

　

◦
八
月
六
日（
日
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
八
月
二
十
六
日（
土
）　

城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
九
月
二
日（
土
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
九
月
十
日（
日
）　　
　

多
摩
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

　

◦
九
月
二
十
四
日（
日
）　

東
京
都
溶
接
協
会

予
告

　

◦
十
月
七
日（
土
）　　
　

東
京
都
溶
接
協
会

　

◦
十
月
十
五
日（
日
）　　

東
京
都
溶
接
協
会

一
、
日
時
・
会
場

　

学
科
＝
八
月
一
日（
火
）午
前
九
時
五
十
分
〜
午
後
〇
時

　

実
技
＝
八
月
一
日（
火
）午
後
一
時
〜
午
後
五
時

二
、
受
講
料（
税
込
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
五
、五
〇
〇
円

　
　
　
　

被
覆
ア
ー
ク
溶
接　
　
　

一
般　

一
六
、五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
員　

一
八
、五
〇
〇
円

　
　
　
　

炭
酸
ガ
ス
半
自
動
溶
接　

一
般　

一
九
、五
〇
〇
円

学
科
の
み
の
受
講
も
可（
三
、六
〇
〇
円
税
込
）

１
日
▼
全
国
安
全
週
間（
〜
７
日
）

　
　
　

国
民
安
全
の
日

　
　
　

富
士
山
開
き

　
　
　
博
多
祗
園
山
笠（
〜
15
日
）

４
日
▽
米
国
独
立
記
念
日

５
日
▽
栄
西
禅
師
忌

６
日
▽
東
京
入
谷
朝
顔
市（
〜
８
日
）

７
日
▽
小
暑

　
　
　

七
夕

　
　
　

成
田
不
動
尊
祗
園
会

９
日
▽
東
京
浅
草
観
音
ほ
お
ず
き
市

　
　
　

鷗
外
忌

12
日
▽
テ
ク
ノ
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー

　
　
　

in
か
わ
さ
き
２
０
１
７

　
　
　
（
〜
14
日 

か
な
が
わ
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ク
）

13
日
▽
ぼ
ん
迎
え
火

　
　
　
東
京
靖
国
神
社
み
た
ま
祭

14
日
▽
小
倉
祗
園
太
鼓（
〜
16
日
）

15
日
▽
ぼ
ん

　
　
　

勤
労
青
少
年
の
日

16
日
▽
ぼ
ん
送
り
火

　
　
　

国
土
交
通
デ
ー

17
日
▽
海
の
日

　
　
　

京
都
八
坂
神
社
祗
園
祭

21
日
▽
夏
休
み
２
０
１
７

　
　
　
宿
題
★
自
由
研
究
大
作
戦

　
　
　
（
〜
23
日 

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

23
日
▽
大
暑

25
日
▽
大
阪
天
満
天
神
祭

29
日
▽
相
馬
野
馬
追
大
祭（
〜
31
日
）

30
日
▽
大
阪
住
吉
祭（
〜
８
／
１
）

31
日
▽
芦
ノ
湖
湖
水
祭

※�

行
事
・
祭
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。事
前
に
関
係
諸

団
体
に
ご
確
認
下
さ
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

Ｊ
Ｉ
Ｓ
溶
接
評
価
試
験

受
験
準
備
講
習
会

〈申  込  先〉
一般社団法人

東京都溶接協会
東京都江東区大島 3 ─ 1 ─ 11

産学協同センター内
TEL　03─3685─5448
FAX　03─3682─4902


